
　那須塩原市では、市の誕生以来一
貫して「人づくり教育」を施策の柱
に掲げてきました。市の教育委員会
が担当する義務教育課程での使命は、
子どもたちに生涯における「学びの
伸びしろ」、言い換えると、学びの土
台となる確かな学力・体力、社会力、
豊かな心を、バランスよく、しっか
り育むことだと捉えています。
　そのためには、小中９年間を通し

た学びの連続性を確保することが重
要だと考え、市の誕生当初から小中
連携の在り方を模索してきました。
そして、２０１２年度からは中学校区
ごとに小中一貫教育の研究を進め、
２０１４年度には塩原小中学校が施設
一体型、黒磯北中学校区が施設分離
型の小中一貫教育を本格的に開始し
ました。他の中学校区でも、２０１６
年度から全校で本格的な小中一貫教
育を行う予定です。
　本市の小中一貫教育の特徴は、９年
間を「４─３─２制」の指導区分に分
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事例３

ICT活用や英語教育を軸にした
小中一貫教育で21世紀型人材を育む

２００５年に誕生して以来、「人づくり教育」を掲げている栃木県那須塩原市では、
全ての公立学校で、小中一貫教育の実施と授業改革を進めている。小・中の教員が一緒に行う授業研究会、

電子黒板やタブレット端末などのＩＣＴを活用した授業の充実、外国語指導助手（ALT）の全校常駐配置などによって、
子どもたちに多様な教育機会を設け、生涯にわたる「学びの伸びしろ」と２１世紀型能力を育もうとしている。

栃木県那須塩原市

教育長インタビュー

◎2005 年、黒磯市・西那須野町・塩原町が合併して現在の形となる。栃木県北部に位置し、塩原温泉郷や板室温泉など
の名湯や、塩原渓谷や沼ッ原湿原などの観光名所をもつ。酪農も盛んで、生乳の粗生産額は本州１位（全国４位）を誇る。
面積／約 592.74ｋ㎡　人口／約11.7 万人　市立小学校／22 校　市立中学校／10 校　児童生徒数／9,938人
教育委員会	 所在地	 〒 329-2792　栃木県那須塩原市あたご町 2-3
	 電　話	 0287-37-5349
	 U R L 	http://www.city.nasushiobara.lg.jp/28/87/

21世紀型人材を育むために
まず教員の授業観の転換を図る
那須塩原市教育委員会　教育長　大宮司敏夫

だいぐうじ・としお　新潟大教育学部卒業。
１９７７年の大田原市立親園小学校を皮切りに、
小学校で９年間、中学校で 10年間教壇に立つ。
その後、指導主事、管理主事を経て、那須塩原
市立西小学校校長、那須塩原市教育委員会学校
教育課長、栃木県教育委員会事務局那須教育事
務所長などを歴任し、2012 年から現職。

全市挙げての小中一貫教育
で「学びの伸びしろ」を育む

栃木県那須塩原市

http://www.city.nasushiobara.lg.jp/28/87/


学年
（注１）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 1年生
（７年生）

2年生
（８年生）

3年生
（９年生）

段階 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

発達の特徴 具体物を通して考える時期 論理的思考に興味をもつ時期 論理的思考の
定着時期

指導の重点 基礎・基本の習熟を図る
繰り返し指導や補充指導など

論理的・抽象的に考える
指導に徐々に移行

基礎・基本を応用して
論理的に考える指導

教育委員会
としての
主な事業

●学力・体力の向上…学び創造プロジェクトの実施、ICT利活用の推進、標準学力検査、
授業力向上委員会、ALT常駐配置による英語教育の推進、コミュニケーション力の向上、
教科体育・部活動の充実など
●「社会力」の向上…いじめ・不登校の未然防止、積極的な児童生徒指導、学習指導のた
めのhyper−QU（注２）の活用推進、学級活動の改善充実、体験活動を重視したキャリ
ア教育の実践
●豊かな心（感性）の育成…道徳教育・人権教育の改善充実、共生・多文化社会における
国際理解教育の推進、ちびっこふるさと探検隊、北海道洋上学習、中学生海外派遣事業など

け、発達の段階に応じた指導を系統的
に行っている点にあります（図１）。
この区分の利点は、５・６年生で一部
教科担任制を取り入れるなど、「中１
ギャップ」や「１０歳の壁」に対応し
やすくなることが挙げられます。
　小学１年生から行う英語教育では、
市独自に９年間一貫のカリキュラム
を作成し、英語によるコミュニケー
ション能力の育成を図っています。
また、小・中教員の相互理解を図る
ため、中学校区ごとに互いに授業を
見せ合い、授業改善に取り組む合同
授業研究会を年数回実施しています。

　「人づくり教育」の理念はこれから
も変わりませんが、一方で、グロー
バル化や情報化が急速に進み、変化
が激しい社会を生きていく力を育む
ことも重要です。習得した知識・技
能を基に自ら課題を見いだし、主体
的・協働的に解決していく力─いわ
ゆる２１世紀型能力を育むためには、
他者とのかかわりの中で思考力・判
断力・表現力を育成する学習活動を、
積極的に行う必要があります。その
ためには、「何を教えるか」を中心と
した従来の教員の授業観を、「どのよ
うに学ばせるか」という授業観に転
換することが不可欠です。
　そこで、２０１５年度に開始したの
が、「なすしおばら学び創造プロジェ
クト」です。各校内でチームを組み、
市教委の担当指導主事との協働体制
で単元構想と指導案を練り、研究授
業を実施して授業改善に生かしてい
きます。そのＰＤＣＡサイクルを回す
ことで、チーム全体としての授業力
を高め、「知り・考え・行動する」子
どもを育成しようとしています。
　市教委は４年間掛けて全校を回り、
各校のプロジェクトを支援していき

ます。その際、同じ中学校区の教員
も加わり、授業改善の意識やノウハ
ウが広がることもねらっています。
例えば、今年度研究授業を行った市
内の三島小学校では、同じ中学校区
の小・中の教員が指導案づくりを協
働で行ったところ、小・中共に学習
内容の系統性を意識し、見通しをもっ
た授業が出来るようになりました。
　これらの授業改善においては、以
前から導入を進めているＩＣＴ機器も
大いに活用しています。２０１３年度
から電子黒板、書画カメラを整備し、
タブレット端末は、２０１６年度以降、
小学５年生〜中学３年生が１人１台
持てるように整備する計画です。
　また、各教科の指導力のある教員
を「授業力向上委員」に指名し、教
職歴１０年未満の若手教員に師範授業
を行う取り組みも始めました。
　このようにして教員の授業観を転
換し、指導力を伸ばしつつ、２０２０
年度以降に次期学習指導要領が全面
実施され、新たな指導方法が一層求
められる時を、万全の態勢で迎えら
れるようにしたいと考えています。

　現在、さまざまな取り組みを行っ

ていますが、取り組みを形だけに終
わらせないことにも注力しています。
　例えば、海外交流の一環で、毎年
オーストリア・リンツ市に中学２年
生を派遣しています。かつて私が同
行した際、リンツ市の子どもたちが自
国の文化や歴史を堂々と話すのに対
し、本市の中学生にその発想がない
ことに危機感を覚えました。
　英語を通してコミュニケーション
する力、地域のことを知り、発信する
力を育みたいと考え、事前研修の内容
を大幅に見直すと共に、後にＡＬＴを
全小・中学校に常駐させることにも
つながりました。ＡＬＴ常駐化により、
子どもは日常的に英語に触れること
が出来、ＡＬＴを授業だけでなく、学
校外も含めて、より有効に活用でき
るようになりました。
　ＩＣＴ活用においても、各校にＩＣＴ
支援員を置き、活発な活用を促そうと
しています。ＩＣＴ支援員も機器の操
作だけでなく、ＩＣＴを活用した教育
にも詳しい人を配置し、教員とタッ
グを組んでＩＣＴを活用した授業づく
りを行ってもらう予定です。
　このような「意味のある活動」に
よって、市全体の教育力を高め、２１
世紀をたくましく生き抜く子どもた
ちを育てていきたいと考えています。
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（注１）（　）内は施設一体型の学年。　　　　　 ＊那須塩原市教育委員会提供資料を基に編集部で作成
（注２）学級集団の状態や学校生活への満足度を子どもへのアンケートによって測定するアセスメント。

図１ 人づくり教育推進のための主要事業

特集　未来を見据えた特色ある人材育成

「学び創造プロジェクト」で
教員の「授業観」を転換する

「意味のある活動」に
こだわり続ける



　那須塩原市では、「人づくり教育」
の一環として、子どもに２１世紀型能
力を育むことを目指し、豊かな学びを
実現するためのＩＣＴ機器の活用や、
コミュニケーション能力を育成する
ための小中一貫の英語教育を積極的
に推進している。
　ＩＣＴ活用は、分かる授業をより
効果的に行って子どもの課題解決能
力を高めること、また、校務を効率
化して教員が子どもと向き合う時間
を確保することなどを目的とし、環
境整備を進めてきた。整備は２０１３年
度から本格的にスタート。２０１５年
度から３年間掛けて、全小・中学校
の普通教室、特別支援教室、理科室、
体育館に、モニター型電子黒板と書
画カメラを配備する。タブレット端
末は、２０１６年度以降、小学５年生〜
中学３年生が１人１台持てるように

整備する計画だ。学校教育課の山本
英明指導主事は次のように説明する。
　「小学４年生までは、具体物やさま
ざまな体験を通して学ぶべき時期で
す。そこで、１人１台のタブレット
端末は、論理的思考力が育ち始める
小学５年生からの導入としました」
　更に、タブレット端末は、教員が
日常的に使えてこそ授業でも活用で
きると考え、校長を含む全教員にも
配布。ネットワーク環境は、２０１３
年度から各校の校舎耐震補強工事の
際に有線ＬＡＮの敷設工事を進め、無
線ＬＡＮも２０１６年夏までに全校にア
クセスポイントを設置する予定だ。
　また、ＩＣＴ環境の全校整備に先立
ち、同市の豊浦小学校を実証研究校
に指定。２０１４年９月にタブレット端
末を導入し、ＩＣＴ活用の研究を進め
た。その中で、大きな役割を担った
のがＩＣＴ支援員だ。同校に１人が常
駐し、「このような教材が欲しい」「こ
ういう見せ方をしたい」という教員
の希望に応じて、ハード・ソフトの両
面で効果的な使い方を一緒に考えた。
　「学校教育とＩＣＴの双方に精通し
たＩＣＴ支援員が常駐することで、学
校現場のニーズに合った支援が得ら
れますし、教員にはすぐ助けてもらえ
るという安心感も生まれました。教
員とＩＣＴ支援員が一緒に授業づくり
を進める中で、市教委でも全校展開に
向けてノウハウや課題を吸い上げる
ことが出来ました」（山本指導主事）
　教員の授業力向上のため、教員向け
のネットワーク整備も行う。実証研究

校での研究授業、「なすしおばら学び
創造プロジェクト」での研究授業な
ど、優れた授業実践を映像化し、市教
委のサーバーに蓄積。教員がサーバー
にアクセスし、いつでも好きな場所
でその映像を見て、研修できるｅラー
ニング環境を整備する予定だ。

　英語教育は、小中一貫教育の中で
も特に力を入れている。２００９年度、
小学５・６年生で年間３５時間の外国
語活動をスタートさせ、２０１０年度
からは教育課程特例校制度を活用し、
小学３・４年生で年間２０時間、２０１４
年度には小学１・２年生でも年間１０
時間の英語活動を必修とした。中学校
でも年間１０時間をコミュニケーショ
ン主体の授業に充てている。
　特徴的なのは、ＡＬＴの活用だ。以
前はＡＬＴ１０人を各中学校に配置し、
必要に応じて小学校に派遣していた
が、２０１４年度からは３４人に増員し、
市内全小・中学校に常駐とした。ＡＬ
Ｔの多くは「教師としてふさわしい
資質・能力を持った人」という人材
要件で外部に業務委託し、研修を受
けた上で派遣されている。
　ＡＬＴ常駐化により、休み時間や給
食など授業外の時間も子どもたちと
の交流が可能になった。幼稚園や保
育園のクリスマスイベントへの派遣
など、学校外での活用も進めている。
　小学校には更に、「英語教育推進教
師」も５人派遣。基本的に英語の教
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１人１台のタブレット導入やALT常駐配置など
２１世紀型人材の育成に向けて積極的に投資

小学５年生以上に１人１台の
タブレット端末を整備

教育委員会の取り組み

那須塩原市教育委員会
学校教育課学校指導係
副主幹・指導主事

山本英明
やまもと・ひであき
「地道に粘り強く、子ども
の未来につながる授業づく
り、環境づくりを目指す」

那須塩原市教育委員会
参事兼学校教育課長

伴　真貴子
ばん・まきこ
「明るく、元気に。全て
は子どもたちのために」

栃木県那須塩原市事例３

ALTを全校に常駐させ
英語を使える環境を整備



学年・授業時数 Listening/Speaking/Reading/Writing

中学３年生
英語140時間
（うちコミュニ
ケーション主体
の授業10時間）

❶ＡＬＴ（外国の人）に那須塩原市や日本の暮らし・文化について１分程度のプレゼンテー
ションをすることができる。（表現・Ｓｐ）
❷簡単な道案内や乗り換え案内の概要・要点を理解することができる。（理解・Ｌ）
❸物語や随筆を読んで内容を理解し、理由を添えて感想を述べることができる。（理解・Ｒ）
❹自分の夢について理由を添えてまとまりのある文章を書くことができる。（表現・Ｗ）

中学2年生
英語140時間
（うちコミュニ
ケーション主体
の授業10時間）

❶ＡＬＴ（外国の人）に、自分の学校生活や夏休みの予定について伝えることができる。（表
現・Ｓｐ）
❷ＡＬＴ（外国の人）にインタビューし、相手の出身地や旅の予定などの概要や要点を理
解することができる。（理解・Ｌ）
❸初歩的な英語で書かれた物語や説明文を読み、その内容を理解することができる。（理解・
Ｒ）
❹外国の人に那須塩原市を紹介する短い文章を書くことができる。（表現・Ｗ）

中学1年生
英語140時間
（うちコミュニ
ケーション主体
の授業10時間）

❶ＡＬＴ（外国の人）に、住んでいる地域の様子を交えながら、自己紹介をすることができる。
（表現・Ｓｐ）
❷買い物の場面で初歩的な英語による受け答えをすることができる。（理解・Ｌ）
❸初歩的な英語で書かれた手紙やメール文を読み、その内容を理解することができる。（理
解・Ｒ）
❹自分の好きなものや得意なことについて紹介する短い文章を書くことができる。（表現・Ｗ）

小学５・６年生
外国語活動35時間

❶相手の気持ちを考えながら、自分の気持ちや考えを伝えることができる。
❷将来の夢について、理由を添えてＡＬＴや友だちにわかりやすく伝えることができる。

小学３・４年生
英語活動20時間

❶名前や好きなものを伝えながら、自己紹介をすることができる。
❷友だちの良さに気づき、友だちをほめることができる。

小学１・２年生
英語活動10時間

❶誰にでも笑顔であいさつをすることができる。
❷誰にでも感謝の気持ちを言葉で伝えることができる。

員免許を有し、小学校の外国語活動や
市の指導方針にも精通した非常勤講
師だ。定期的に小学校を訪れ、担任と
ＡＬＴとの橋渡しや授業づくりを支援
し、時にはＴ３として授業にも入る。
　小・中で英語教育を系統的に行う
ため、市独自の９年間一貫カリキュ
ラムも作成中だ。２０１４年に国立教
育政策研究所の渡邉寛治名誉所員を
委員長とした「英語教育推進委員会」
を設け、市教委で英語施策を担う英
語教育推進室と、小・中学校教員、
英語教育推進教師を委員として、検
討を重ねてきた。２０１４年度には試
案を作成し、２０１５年度は各校で試
行しながら修正を加え、２０１６年度
に本格的な運用を始める予定だ。
　「コミュニケーション活動中心のカ
リキュラムとし、積極的に英語でコ
ミュニケーションを図る態度や能力
を育むことを目指しています。正し
い文法を意識しすぎるよりも、間違
うことを恐れないで、人とコミュニ

ケーションすることの大切さを知っ
てほしいと考えています。学習到達
目標も作成し（図２）、評価法の確立
も目指しています」と、学校教育課
の伴真貴子課長は説明する。

　授業外でも英語コミュニケーショ
ンの機会を多数設けている。「グロー
バルコミュニケーションデー」は、
希望する学校にＡＬＴ１０人前後を終日
派遣する取り組みだ（年３回が上限）。
日本の遊びや英語でのゲームを一緒
に行うなど、活動内容は各校で工夫
する。出身国や文化的背景が異なる
ＡＬＴとの交流を通して、グローバル
社会の多様性を学ぶのがねらいだ。
　夏休みには、市内の小・中・高校
生を対象とした「イングリッシュサ
マースクール」を開催。児童生徒約
３０人に３〜４人のALTが付き、一
緒にゲームやスポーツなどを行うも

ので、活動中のＡＬＴとの会話は全て
英語だ。２０１５年度は６５０人以上が
参加したため、延べ６日間開催した。
　子どもの海外体験も支援する。オー
ストリアのリンツ市との交流事業は
市誕生以来の取り組みだ。毎年、中
学生４０人程度を同市に派遣。１０日
間のうち５泊ホームステイをする。
　「渡航前には派遣生にＡＬＴとのマ
ン・ツー・マンのレッスンを行います。
帰国後はどの生徒も見違えるほど成
長し、成果を実感しました」（伴課長）
　一連の施策の具現化には財政的な
裏付けが欠かせない。教育は「未来
への投資」と語る市長の支援に加え
て、議会などへの働き掛けも大切だ
と、山本指導主事は語る。
　「教育長が自ら何度も学校を訪れ、
市議会議員の方々や首長部局にも授
業参観の機会を設けているのが大き
いと思います。実際、ＩＣＴを活用した
授業を見ていただくと、その様子に大
変驚かれます。子どもの学びの様子を
直接確かめることで、本市の教育の
ねらいや効果を実感していただけて
いると感じています」
　今後の課題は、改革の成果を測る
評価方法の開発だ。実証研究校では、
８～９割の子どもがＩＣＴを活用した
授業を「楽しい」「分かりやすい」と
感じているというアンケート結果が
出ており、英語スピーチコンテスト
でも好成績を収めるなど、成果が表
れつつある。そうした手応えを客観
的な指標で明示するため、現在行わ
れている教育施策全体の効果検証を
民間企業と共同で行う予定だ。
　「教員の負担軽減も課題で、授業観
の転換と教員の負担のバランスをど
のように取っていくのかが、我々の
知恵の出しどころでしょう。これか
らも『人づくり教育』という不易の
目標に向けた環境づくりに努めてい
きたいと考えています」（伴課長）

23教育委員会版　2 0 15  V o l . 4

図２ 英語・外国語活動における学習到達目標

＊那須塩原市教育委員会提供資料を基に編集部で作成

特集　未来を見据えた特色ある人材育成

客観的な評価指標と
教員の負担軽減が課題



　那須塩原市立豊浦小学校は、２０１４
年度、文部科学省「ＩＣＴを活用した
教育の推進に資する実証事業─外国
語活動─」、及び２０１４年度・２０１５
年度、那須塩原市教育委員会「ＩＣＴ
を活用した新たな学びの推進事業」
の研究指定を受け、ＩＣＴを活用した
授業づくりに取り組んでいる。２０１４
年８月に行われた校舎の耐震補強工
事の際に、校内のＬＡＮ環境を整備し、
タブレット端末９６台、電子黒板、書
画カメラ、デジタル教科書を配備。夏
休み明けから５・６年生の授業でそ
れらを活用した授業を始めた。
　「ＩＣＴを使えば良い授業が出来る
というわけではありません。授業の
どの場面でどのように使えば効果的
なのか、使いやすい方法は何かを探
るために、１年目はとにかく使い、
操作に慣れることを目標にしました」

と、人見守之教頭は語る。
　２年目の２０１５年度には、１〜４年
生用のデジタル教科書も導入し、全学
年でＩＣＴを活用できるようにした。
目標に「アクティブ・ラーニングの
実践」を掲げ、低学年は一斉指導の場
面での電子黒板や書画カメラの活用、
中学年はグループ学習でのタブレッ
ト端末の活用、高学年は１人１台の
タブレット端末の活用と、発達の段
階に応じた目標を設定。さまざまな
教科でＩＣＴを活用し、子どもたちの
活発な学習を促している。
　例えば、理科の授業では、実験の
様子をタブレット端末で撮影し、実
験後、グループで発表に使う画像を
選んでコメントを書き入れたり、算
数の授業では、立体図形の分類にタ
ブレット端末を活用し、自分の考え
を説明したり発表したりした。
　家庭学習でのタブレット端末の活
用も促進。算数や英語で反転学習（＊）
を意識した内容での持ち帰り学習を

行ったほか、市教委のサーバーに入っ
ているドリル教材「ｅライブラリー」
を、学校でタブレット端末にダウン
ロードして持ち帰り、家庭で自主学
習が出来るようにした。インターネッ
ト環境のない家庭の子どもでも、自
分の学力に応じた課題で家庭学習に
取り組めるようになっている。
　１年目の試行、２年目の全学年展
開と段階を踏んだことで、全教員にＩ
ＣＴの活用が浸透。１年目に全校で約
４００時間だった使用時間は、２年目
の６・７月の２か月で１０００時間を超
え、授業に欠かせないものとなった。

　全教員に浸透した要因には、まず
研修の工夫が挙げられる。ＩＣＴ導入
前の夏休みに２回、市教委の支援で、
全教員を対象に操作方法などの研修
を実施した。年度途中からの取り組
みであるため、夏休み明けからすぐ
に使えるようにするためだ。
　導入後は、３０分のミニ研修を放課
後に随時実施。参加は自由で、書画
カメラのセッティング方法（写真）、
デジタル教科書の活用法など、すぐ
に活用できる内容とした。
　「多忙な中でも参加しやすいように
時間は短くし、何回も開くようにし
ました。活用シーンをたくさん見せ
ることで、スキルアップだけでなく、
ＩＣＴを使う意欲を高めることにもつ
ながったと感じています」と、研究
主任の和田るみ子先生は話す。

＊　新たな学習内容を、通常は児童・生徒が自宅で授業の映像を視聴して予習し、教室では講義を行わず、知識確認や問題解決型学習などを行う学習法のことを反転学習（授業）
という。　

教育委員会版　2 0 15  V o l . 424

◎ 1972（昭和 47）年創立。スローガンは「花いっ
ぱい　やさしさいっぱい　夢いっぱい」。「学びづくり」「心
づくり」「体づくり」をミッションに、ユニバーサルデザ
インやＩＣＴ機器を活用した新たな学びを研究している。

校長	 塚田英二先生
児童数	 367人
学級数	 17 学級（うち特別支援学級５）
住所	 〒 325-0023 栃木県那須塩原市豊浦 17
電話	 0287-60-1294
URL	 正式なホームページを 2016 年度開設予定

写真　書画カメラ
の台の上に、ノー
トを置く位置の印

（○）を付けた。ユ
ニバーサルデザイ
ンの考え方を基に、
誰もが迷うことな
く見やすい位置に
置けるようにして
いる。これで時間
の無駄も省ける。

ICT活用を「チーム豊浦」で
推進し、実証研究校として
全市展開の素地を築く
那須塩原市立豊浦小学校

１年目はとにかく活用し、
操作に慣れ、有効場面を探る

有用性を感じさせる研修と
ＩＣＴ支援員の常駐が鍵

小学校での実践

事例３ 栃木県那須塩原市



　１年目は５・６年生の活用が中心
だったが、授業でＩＣＴを使う際には
全教員に参観を呼び掛けた。全学年
への展開に向け、活用場面をイメー
ジしてほしいと考えたからだ。そし
て２年目には、１年目に６年生担任
だった教員２人を低学年と中学年に
配置し、その教員が中心となって各
学年に適した活用を模索している。
　「ミドルリーダーが率先して取り組
むことが、ＩＣＴ活用を全校に広める
鍵と考え、各学年に配置しています。
その期待に応えて率先して授業公開
をしてくれていますし、その学び合
いが、ＩＣＴ活用のみならず、授業力
向上につながっていると感じていま
す」と、塚田英二校長は語る。
　２つめの要因は、ＩＣＴ支援員の常
駐だ。機器の準備やトラブル対応と
いった機器使用面の支援はもちろん、
教材作成の補助や授業中のタブレッ
ト操作の支援など、あらゆる面で教
員のＩＣＴ活用を支えている。
　「教員の希望をくみ取って教材づく
りをアドバイスしてくれますし、操
作が不安な時には授業に入って子ど
もを支援してくれるので、教員は安
心して授業が出来ます」（人見教頭）
　市教委の支援も大きい。各教科の

指導主事が何度も同校を訪れて指導
案を一緒に作成し、無線ＬＡＮ環境の
不調の際にもすぐに駆け付けて対応
してくれるなど、いつでも誰でも使
える環境づくりに尽力してもらった。
　「ＩＣＴの活用で、授業準備や授業が
効果的かつ効率よく進められるよう
になりました。最初は研修などの支
援も必要ですが、その教育効果や利
便性が分かってくれば、手放せなく
なっていくようです」（塚田校長）

　子どもたちの学習意欲も高まって
いる。５・６年生へのアンケート結
果では、「学習が楽しい」「授業をもっ
と受けてみたい」の肯定率は９５％以
上で、「考えを深める」「自分の考えを
伝える」の肯定率も９０％に上り、能
動的に学んでいる様子がうかがえる。
　「外国語活動で、タブレットを家に
持ち帰り、写真を撮ってクイズを作
るという課題を出した際、普段自分
の考えを発表するのが苦手な子ども
が自ら進んで発表する姿を見た時に
は感動しました。全体でもタブレッ
トを活用した宿題は忘れずに提出す
るなど、学習意欲が高まっていると

感じています」と、和田先生は語る。
　同校では、タブレット活用により
おろそかになりがちな「書く」指導
も重視。例えば、タブレット端末に
観察記録を残しても、まとめは模造
紙に書いて発表したり、朝会スピー
チなどの要点を書く「聞くぞうメモ」
や、本のあらすじや感想を書きため
ていく「家

うちどく

読カード」を活用したりと、
書く機会を意識的に増やしている。
　今後の課題は、授業のねらいに応じ
てＩＣＴが必要な場面とそうでない場
面を見極める力を付けることだ。その
有効な資料となるのが、ＩＣＴ導入以
降、全教員が記録してきた「ＩＣＴ活用
事例チェックシート」（図３）だ。教
材研究の際、これを見れば教科・単元
ごとに有効なＩＣＴ活用法が分かる。
　「これからも『チーム豊浦』で学び
合いながら共有財産を増やし、ＩＣＴ
をうまく活用しながら、更なる授業
改善を図りたいと考えています。そ
れによって、指導の効率化を図り、
教員が子どもに向き合う時間を増や
していきます」（塚田校長）
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ＩＣＴの使用状況などを書き込み、週指導計画のファイルに綴じる。年度末に活用事例として、全教員分を
まとめる予定だ。＊豊浦小学校提供資料をそのまま掲載

図３ 「ICT 活用事例チェックシート」

特集　未来を見据えた特色ある人材育成

チェックシートを活用して
ＩＣＴの活用事例を共有

那須塩原市立
豊浦小学校

和田るみ子
わだ・るみこ
教務主任、研究主任。「児
童のもっている良さや力
を伸ばす手伝いをしてい
きたい」

那須塩原市立
豊浦小学校
教頭

人見守之
ひとみ・もりゆき
「『どうして？』『なぜ？』か
ら広がる世界を子どもたち
と一緒に解き明かしたい」

那須塩原市立
豊浦小学校
校長

塚田英二
つかだ・えいじ
「『笑顔で親切な子』、そ
して自らを『きたえる子』
を育んでいきたい」
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外国語・英語活動（ＯＣ）

英語教育
＊（　）内は那須塩原市内の
小・中学校の標準時数。

　那須塩原市立塩原小学校と同塩原
中学校は、市の小中連携推進事業の指
定を受け、２０１０年度から両校の児童
生徒や教員間の交流を図り、２０１２
年度からは小中一貫の教育課程と学
校システムの研究を行ってきた。
　そして、２０１４年度に小・中の学
校施設を一体化し、那須塩原市立塩
原小中学校として本格的な小中一貫
教育をスタートさせた。そこには、
地域の子どもの数が減り、学校の統
廃合が進む中で、小中一貫にして９
年間一貫の特色ある教育を充実させ
ることで、市が掲げる「人づくり教育」
を実践しやすくするねらいがある。
　指導区分は４─３─２制（図４）だ。
５年生以上は主要教科を中心に教科
担任制とし、小・中の乗り入れ授業も
実施。授業時間も、５・６年生は中学
校と同じ５０分授業を基本とした。

　小中一貫校化に当たり「人づくり
教育」の柱に据えたのは、コミュニ
ケーション能力の育成を図る「英語
教育」と、塩原を愛する心を育む「地
域学習」だ。これらを連動させ、到達
目標として９年生の修学旅行先で自
作の英語版塩原観光リーフレットを
配布する活動を行っているのが、同校
が行う教育活動の最大の特色である。
髙
たか

久
く

昭彦校長は次のよ
うに説明する。
　「本校では少人数制
の強みとして、子ども
と教員のコミュニケー
ションを密に行ってい
ますが、それが子ども
の自主性や表現力の弱
さにつながっている側
面があります。そこで、
英語教育と地域学習を
２本柱に据えて、地域
を知り、物怖じせず、
自信と誇りをもって英

語で情報発信が出来る子どもの育成
を目標にしました」

　既に１年生から行っていた英語教
育では、教育課程特例校制度を活用
し、学校独自に授業時数を増加。更に、
７〜９年生では、週４時間のうち１
時間をオーラルコミュニケーション

（以下、ＯＣ）とし、９年間一貫した
カリキュラムとした（図４）。
　更に、９年間一貫したＣＡＮ−ＤＯリ
ストを、２０１３年度に１年間掛けて
検討・作成した。市の英語教育推進
委員会の渡邉寛治委員長からアドバ
イスを受けながら、同校の英語科教
員と市教委の指導主事が連携して構
築。ここで作成した学習到達目標の
下、市が作成した英語活動のカリキュ
ラムに基づいた授業を進めている。
　授業は、常駐のＡＬＴと学級担任ま
たは教科担任のチーム・ティーチン
グで、３〜６年生では中学校教員も
加わる３人体制だ。ＯＣはＡＬＴを中
心にオールイングリッシュで進めら
れ、それを継続して、中学生の通常
の英語授業もオールイングリッシュ
を基本とする。８年生の英語を担当
する茂

も

田
た

井
い

令子教頭はこう語る。
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◎ 2014（平成 26）年、栃木県初の施設一体型小
中一貫校として開校。開湯 1200 年の塩原温泉郷
の中心に位置し、恵まれた地域文化や自然を生か
した教育活動を進めている。
校長	 髙久昭彦先生
児童・生徒数　120 人（小学生 76 人、中学生 44 人）
学級数	 12 学級（うち特別支援学級３）
住所	 〒 329-2924 栃木県那須塩原市中塩原 364
電話	 0287-32-2919

URL	 正式なホームページを 2016 年度開設予定

図４ 英語教育の９年間の流れ

＊塩原小中学校提供資料を基に編集部で作成

９年間一貫の良さを生かした
特色ある教育活動を展開

小学校での英語活動を継続し
９年間一貫のOCを展開英語教育と地域学習を

連動させた小中一貫教育で
学力と郷土愛を育む
那須塩原市立塩原小中学校

中学校での実践

事例３ 栃木県那須塩原市



　「昨年度、本校に赴任した時、ＯＣ
のカリキュラムやオールイングリッ
シュでも問題なく授業が進められて
いることに衝撃を受けました。私自
身、子どもとコミュニケーションを
取りながら進める授業はとても楽し
く、子どもたちと共に授業をつくっ
ているという感覚です」
　髙久校長も、高校入試対策の面で、
ＯＣに時間を割り当てることに不安を
感じていた。しかし、２０１４年度に、
週３時間分の授業で、文法事項など
学習指導要領の内容をきちんと終え
られたこと、また、９年生の大半が
英検３級を取得し、英語の試験の得
点も９年生になってから飛躍的に伸
びたことから、指導法に間違いがな
いことを確信したと話す。
　学んだ英語は、「グローバルコミュ
ニケーションデー」（２０１５年度は２
回実施）や「イングリッシュデイキャ
ンプ」などのアウトプットする機会
も用意。８月に実施したキャンプに
は、５年生以上の２９人と市内のＡＬＴ
１０人が参加し、バーベキューを楽し
む一方で、ＡＬＴと一緒にミニ英語劇
を台本作りから発表まで行った。

　地域学習は、１・２年生の生活
科、３年生以上の「総合的な学習の
時間」（以下、総合学習）で行う。「大

好き塩原」をテーマに、９年間一貫
したカリキュラムを作成（図５）。１
年生から体験活動を通して地域を学
び、５〜８年生では、塩原の観光案内
人である「ジュニア観光マイスター」
の取得を目指して、地域の外部講師に
よる講座を３０時間受講する。
　そのように、１年生から積み上げ
てきた英語学習と地域学習の集大成
が、英語版塩原観光リーフレットの
作成と配布だ。まず、７年生で日本
語版塩原観光リーフレットを作成し、
東京で行われる塩原温泉の観光ＰＲ
イベントで、生徒が自ら来場者に配
布。８年生では、日本語版での経験
を基に、１グループ３〜４人で英語
版のリーフレットを作成する。
　「これは総合学習での活動なので、
担任が指導し、英作文に関しては生
徒が自主的にＡＬＴや英語科教員に質
問したり、添削をお願いしたりして
います。思考力や表現力なども問わ
れ、まさに教科横断型のプロジェク
ト学習となっています」（茂田井教頭）
　そして、９年生の４月に実施する
京都・奈良への修学旅行で、１人最
低５部のリーフレットを持ち、自ら
外国人に話し掛けて手渡す。
　「事前に初対面の外国人と話す練習
をしてはいますが、物怖じせずに外
国人に話し掛ける生徒の積極性には
驚かされます。普段の学習で自信が
付いているからでしょう。手渡した

外国人からお礼の手紙をいただくこ
ともあり、生徒にとって有意義な活
動だと実感しています」（髙久校長）

　小中学校としての１年目を終えた
ところで、既に成果が表れている。
アンケート結果では、９年生でも「英
語の授業が好き」の肯定率が７５％、

「塩原の良さについて英語で伝えるこ
とが出来る」の肯定率が１００％、「一
番苦手な活動」として「話すこと」
を挙げた生徒はなんと０％だった。
　「中学校では小学校までの英語活動
を踏まえた授業づくりをしており、
その連続性が子どもの学習意欲を高
めているようです。また、中学校の
英語科教員が３〜６年生の英語活動
に参加しているのを生かし、小学生
でも中学校での到達目標を意識した
指導を行っています」（茂田井教頭）
　ＡＬＴが常駐しているため、教員と
常に連携しながら授業を進められて
いることも成功の要因だという。
　「子どもの減少が止まらないのが悩
みですが、子どもの郷土愛は着実に
強まり、地域の祭りには大半の子ど
もが参加します。今後も地域との連
携を深めながら、この教育を推進し
ていきたいと思います」（髙久校長）
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図５ 地域学習「大好き塩原」の構想図

＊塩原小中学校提供資料を基に編集部で作成
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